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問
　
む
だ
な
大
規
模
公
共
事
業
を

削
っ
て
、
市
民
の
暮
ら
し
優
先
の

市
政
に
転
換
す
べ
き
だ
。
東
西
連

絡
道
路
や
桜
通
線
な
ど
に
つ
い
て

﹁
い
っ
た
ん
足
止
め
す
る
﹂
と
言
っ

て
い
る
の
に
、
十
八
年
度
は
用
地

取
得
や
家
屋
補
償
な
ど
以
前
か
ら

の
予
定
ど
お
り
進
め
て
し
ま
う
の

で
は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を

同
時
に
踏
ん
で
い
る
よ
う
な
も
の

問
　
島
田
市
長
の
新
市
ま
ち
づ
く

り
の
理
念
及
び
将
来
構
想
を
お
伺

い
し
た
い
。

答
　
自
治
体
再
構
築
の
理
念
と
し

て
①
　

豊
か
な
経
済
力
を
つ
け
る
都

市
づ
く
り
、
②
　

ゆ
と
り
の
あ
る
生

活
を
目
指
し
た
居
住
空
間
の
創

設
、
③
　

豊
か
な
商
業
集
積
の
活

用
、
こ
の
三
つ
を
柱
に
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
都
市
を
再
生

し
た
ら
、
す
ば
ら
し
い
ふ
じ
み
野

市
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
構
想
と
し
て
は
、
新
庁
舎
、

保
健
所
の
出
先
機
関
、
救
急
医
療

セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
な
ど
の

建
設
、
道
路
網
の
整
備
、
都
市
間

モ
ノ
レ
ー
ル
構
想
、
そ
し
て
少
子

高
齢
化
施
策
、
教
育
現
場
の
環
境

整
備
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

だ
。﹁
公
共
事
業
は
急
に
止
ま
れ
な

い
﹂
と
言
う
の
か
。

答
　
事
業
の
選
択
は
必
要
で
す
。

現
状
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て
、

し
っ
か
り
理
解
を
得
て
進
め
た

い
。
途
中
で
と
ん
ざ
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
国
・

県
・
地
域
と
の
約
束
も
あ
り
ま
す
。

事
業
精
査
を
し
た
い
。

暮
ら
し
優
先
の
市
政
に
転
換
を

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
行
政
の
課

題
と
し
て
、
財
政
的
な
裏
付
け
の

も
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

生
活
の
格
差
拡
大

問
　
格
差
拡
大
の
中
で
、
市
民
の

暮
ら
し
を
ど
う
守
る
の
か
。

※

答
　
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
部

分
を
し
っ
か
り
組
み
込
ん
で
い
き

ま
す
。
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
で

住
み
よ
い
地
域
に
し
ま
す
。

新
市
の
将
来
構
想
は

　
平
成
18
年
第
１
回
ふ
じ
み
野
市
議
会
定
例
会
は
Ὶ
２
月
28
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
開

　
　
催
さ
れ
ま
し
た
Ί
こ
の
定
例
会
で
は
平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算
の
ほ
か
Ὶ
各
特
別

　
　
　
会
計
予
算
な
ど
市
長
か
ら
69
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
Ὶ
慎
重
な
審
議
の
結
果
Ὶ
す
べ

　
　
　
　
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
Ί
議
員
提
出
議
案
９
件
 
意
見
書
 
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
は
Ὶ
２
件
が
可
決
Ὶ
７
件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
Ί
２
日
目
に
は
Ὶ
市
長
施
政

　
　
　
　
　
　
方
針
に
対
す
る
総
括
質
疑
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
Ί

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
田
中
雍
規日

本
共
産
党
　
塚
越
洋
一

※
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
？

　
経
済
的
な
危
機
に
陥
っ
て
も
、
最

低
限
の
安
全
保
障
を
し
て
く
れ
る
社

会
的
な
制
度
・
対
策

施
政
方
針
に
対
す
る
総
括
質
疑

Ό
こ
れ
か
ら
の
ふ
じ
み
野
市
Ό

西口まちびらきの様子
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問
　
旧
市
町
で
は
お
の
お
の
平
和

都
市
宣
言
を
行
な
っ
て
い
た
。
新

市
で
の
位
置
づ
け
は
。

答
　
平
和
都
市
宣
言
を
し
た
経
緯

は
大
事
に
し
た
い
。
総
合
振
興
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
総
合
振
興
計
画
策
定
を
前
に

し
、
市
長
の
政
策
が
市
民
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。
ま
た
、
市

民
が
市
長
の
政
策
を
知
る
場
が
な

い
の
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
方

法
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
　
で
き
る
限
り
機
会
を
見
つ
け

て
、
各
団
体
や
地
域
へ
、
市
の
政

策
等
の
説
明
の
必
要
性
を
考
え
な

が
ら
お
話
し
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
総
合
振
興
計
画
策
定
の
Ｐ
Ｒ

も
行
な
っ
て
い
き
た
い
。
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市
長
の
政
策
周
知
方
法
の
考
え
は

自
主
財
源
確
保

問
　
今
後
は
ふ
じ
み
野
市
と
し
て

の
自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
国
・
県

補
助
金
等
以
外
の
、
今
ま
で
と
違
っ

た
新
し
い
発
想
の
財
源
確
保
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
市
内
の
産
業
分
析
を
す
る

平
和
都
市
宣
言
を
行
な
っ
て
は

行
財
政
改
革
大
綱

問
　
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定
と

市
民
参
加
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
　
十
八
年
度
に
集
中
改
革
プ
ラ

ン
を
含
む
推
進
五
カ

年
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
そ
の
策
定
に
は
、
市

民
等
が
参
加
す
る
推
進
委
員
会
を

設
置
し
、
意
見
・
提
言
を
い
た
だ

き
ま
す
。

庁
舎
建
設

問
　
中
枢
機
能
を
集
約
し
た
庁
舎

建
設
が
、
市
の
中
央
部
に
必
要
だ

と
思
う
が
。

答
　
豪
華
な
も
の
で
は
な
く
、
最

低
限
必
要
な
も
の
を
備
え
た
施
設

と
し
た
い
。

モ
ノ
レ
ー
ル
構
想

問
　
核
都
市
間
道
路
と
並
行
し

て
、
県
に
モ
ノ
レ
ー
ル
構
想
が

あ
っ
た
。
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
さ
い
た
ま
市
と
所
沢
市
を
結

ぶ
ラ
イ
ン
上
に
ふ
じ
み
野
市
が
あ

り
ま
す
。
大
き
な
構
想
で
は
あ
り

ま
す
が
、
夢
は
捨
て
な
い
。

歳出の主な事業

公
明
党
　
岸
川
彌
生

民
主
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
　
大
石
正
英

と
、
大
企
業
が
少
な
い
。
今
後
は

活
力
を
生
み
出
せ
る
都
市
計
画
を

行
な
い
、
計
画
的
に
企
業
を
誘
致

す
る
こ
と
で
、
法
人
税
を
確
保
す

る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

【平成18･19年度の継続事業】

・総合振興計画策定事業 　1,461万5千円

・地域防災計画策定事業 900万円

【平成18年度の主な事業】

・行財政改革推進事業 480万円

・出張所事務（管理運営）事業 　3,794万2千円

・交番移設事業 　　1億1,335万6千円

・環境基本計画策定事業 500万円

・一般廃棄物処理基本計画策定事業 400万円

・広域ごみ処理施設等建設事業　1,596万 3千円

・ストックヤード設置事業 　　5,000万円

・（仮称）鶴ヶ岡コミュニティセンター整備事業

2億5,480万6千円

・子育て支援事業（子育てふれあい広場）

　1,392万3千円

・福岡中央公園整備事業 　2億4,710万円

・桜通線整備事業 　2億7,007万円

・西口再開発事業 　4億6,335万円

・東口駅前広場整備計画策定業務 275万円

・桜通線沿道まちづくり調査業務 200万円

・まちづくり計画事業調整調査 490万円

・東西連絡道路事業調査業務 390万円

・小学校施設改修事業（亀久保小･駒西小･福岡小）

　　　9,788万円

・中学校施設改修事業（大井中） 　4億3,800万円

・（仮称）大井第七小学校新設事業

　　2億1,644万9千円

・権現山古墳群用地購入及び保存管理事業

4,056万8千円


